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H
C四
日

「
幹
部
斗
宇
」
か
ら
寸
大
衆
斗
宇
」
へ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
一
一
一
二
年

来
強
調
さ
れ
、
現
在
わ
が
関
務
働
組
合
運
動
の
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い

る
。
場
働
組
合
が
勢
働
者
階
級
の
、
日
常
の
主
活
の
共
通
利
害
に
基
ず

く
、
勢
働
生
活
諸
傑
門
の
維
持
改
善
の
大
家
組
織
で
あ
る
か
ら
に
は
、

「
大
衆
」
な
る
論
理
が
組
合
の
組
識
、
機
能
に
お
い
て
、
恒
常
的
に
置
か

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
「
大
乗
斗
学
」
へ
の
指
向
は
、

組
合
と
し
て
は
本
来
的
な
あ
り
方
へ
の
方
向
づ
け
以
外
の
何
も
の
で
も
な

イ
ギ
w
y

ス
持
働
組
合
の
自
治

官官

JII 

嘉

く
、
営
然
望
ま
れ
る
べ
き
こ
主
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
家
の
意
志
に
結

合
し
、
大
衆
の
行
動
を
も
っ
て
す
る
斗
宇
が
望
ま
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の

組
織
・
機
構
に
於
て
、
大
衆
の
意
志
が
如
何
ほ
ど
反
映
さ
れ
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
か
が
問
題
と
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
所
謂
機
能
相
民
王

主
義
角
目
立
ち

E
H
F
2
5
4
)
が
組
合
組
織
内
部
で
、
目
常
的
に
確

立
す
る
努
力
が
緊
要
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
酔
闘
を
軽
視
し
て
つ
大
衆
斗

晶
子
」
を
い
う
な
ら
ば
、
現
欣
を
省
み
て
空
虚
な
意
味
を
し
か
も
た
な
い
の

で
あ
る
。
従
っ
て
「
大
家
斗
手
」
へ
の
指
向
は
営
然
に
組
A
組
織
・
機
構

で
の
機
能
的
民
主
主
義
確
立
へ
の
指
南
を
も
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
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イ
ギ
u
y

ス
労
働
組
合
。
自
治

ば
な
ら
な
い
。
従
来
、
と
も
す
れ
ば
組
合
民
主
主
義
は
二
女
的
に
考
え
ら

れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
掻
く
反
省
す
る
必
要
が
島
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か。

tよ
り
組
合
民
主
主
義
が
組
織
・
機
棋
の
上
で
、
ど
う
確
立
し
て

い
く
か
は
、
組
合
の
個
別
的
悔
件
に
針
殿
さ
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
Q

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
具
陸
的
な
イ
ギ
リ
ス
の
一
組
合
の
質
儲
調
査

に
基
ず
い
て
、
組
合
白
治
を
分
析
し
た
本
4

習
を
紹
入
T
す
る
こ
と
は
如
何
ほ

ど
か
の
意
味
を
も
つ
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

妻

在

、

著

者

!

?

?

?

イ

ン

(
5
2
8同
E
B
E
E
P

OE)
が

F
O出
品

E
F
Z己
邑

開

E
S
E
M
n
に
遊
間
車
し
、
そ
の
問
、
自
ら

選
献
一
般
傍
働
組
合

(
4
E
4
Q込
待
。

g
o
E
巧。ユ白山、

F
H
E
)
に
つ

い
て
、
そ
の
役
員
に
曾
い
、
文
書
、
記
録
に
あ
た
り
、
又
一
支
部
組
ム
員

と
し
て
の
資
絡
を
得
て
支
部
曾
合
に
も
出
席
し
、
(
一
九
四
七
年
十
一
月

四
八
年
七
月
)
、
更
に
一
般
組
合
員
大
乗
に
イ
シ
タ
ン
ピ
ュ
を
作
っ
て

調
査
し
十
結
果
を
ま
と
め
た
賞
曲
目
報
告
書
主
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
「
イ
ギ
リ
ス
組
問
働
組
合
の
自
治
」
と
い
え
J

哀
閣
で
は
あ
る
が
、

そ
の
内
容
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
副
題
に
あ
る
と
お
り
「
蓮
職
一
般
傍
働
組

合
で
の
無
関
心
と
民
主
的
手
績
の
研
究
」
主
い
う
皐
一
組
合
、
特
に
一
支

部
に
闘
す
る
分
析
な
の
で
あ
る
。
と
の
一
」
と
を
ま
ず
明
確
に
し
て
お
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

本
書
の
構
成
は
三
部
よ
り
成
り
、
第
↑
部
(
二
古
六
五
頁
)
は
運
柄

第
七
十
六
巻

主
回

第
四
按

三L
)>-

-
般
勢
動
組
合
の
イ
ギ
り
ス
に
お
け
る
社
曾
的
位
置
づ
け
、
な
ら
び
に
そ

の
規
約
、
構
成
の
分
析
で
あ
る
。

第
二
部
(
五
九

l
一
二
七
頁
)
は
組
合
に
つ
い
て
の
「
無
関
心
「
(
〉
』
邑
ご
)

の
分
析
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

第
三
部
三
一
一
九
二
七
一
二
頁
)
は
一
支
部
に
担
け
る
組
合
員
の
活
動

参
加
に
闘
す
る
諸
問
題
を
寅
態
調
査
に
基
ず
い
て
分
析
、
ま
と
め
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。

著
者
は
「
民
主
社
曾
主
義
の
護
展
と
と
も
に
、
勢
働
組
合
の
聾
が
組
合

員
の
多
数
意
見
を
遮
確
に
表
明
す
る
と
い
う
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
組
合
内
部
で
の
大
煮
の
地
位
を
高
め
、

大
衆
参
加
の
機
曾
乃
重
度
合
を
き
め
る
こ
と
を
重
要
な
こ
と
に
す
る
」

(
三
三
頁
)
と
の
脱
駄
に
ヰ
っ
て
、
「
無
関
心
と
イ
ギ
リ
ス
努
働
組
合
の

自
治
に
お
い
て
の
民
主
的
子
績
の
調
査
」
宇
最
圃

L
、
具
睦
的
に
は
、

「
ど
の
程
度
、
組
合
員
は
組
合
活
動
お
よ
び
そ
の
方
針
の
形
成
に
参
加
し

う
る
か
、
ど
の
程
度
参
加
す
る
機
曾
十
利
用
し
て
い
る
か
、
組
合
員
大

索
、
組
合
、

E
式
の
組
合
方
針
の
聞
に
心
理
的
結
合
が
あ
る
か
、
と
の
程

度
組
合
の
指
導
は
組
合
員
と
話
し
合
い
、
そ
の
義
務
の
責
任
を
分
ち
も
っ

て
い
る
か
、
数
果
的
に
す
る
た
め
、
ど
の
程
度
組
合
は
大
衆
を
、
管
理
機

関
の
輪
歯
と
し
て
取
扱
う
の
を
さ
け
得
た
か
、
最
後
に
、
ど
の
程
度
組
合

の
組
織
管
理
は
吐
曾
主
義
の
民
主
的
口
出
展
に
必
要
な
個
人
の
祉
曾
的
熟

練
、
社
曾
的
責
任
を
設
展
さ
せ
る
に
役
立
っ
て
い
る
か
」
(
三
一
一
-
頁
)
が

課
題
と
L
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
第
一
部
は
研
究
針
象
の
読
明
に



止
ま
り
、
重
斡
は
二
部
、
三
部
、
特
に
後
者
に
お
か
れ
て
い
る
。

著
者
は
研
究
の
針
象
と
し
て
前
趨
の
、
と
お
り
還
轍
一
般
労
働
新
合
を
選

揮
し
た
。
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
勢
働
組
合
運
動
に
お
け

る
務
働
者
の
最
大
の
組
織
睦
た
る
こ
と
」
「
そ
れ
が
首
面
し
て
い
る
大
衆

参
加
に
つ
い
て
の
障
害
は
大
低
の
務
働
組
合
、
任
意
図
瞳
に
共
通
し
て
い

る
が
、
そ
の
大
き
さ
、
全
図
的
性
格
、
組
合
員
の
相
長
る
利
害
の
故
に
櫨

犬
し
て
い
る
こ
と
」
「
便
宜
ム
」
(
調
査
の
)
こ
の
三
勅
に
よ
る
。

常
一
畝
組
合
が
、
イ
ギ
リ
ス
努
働
運
動
の
三
大
支
桂
(
努
勘
紫
、
勢
働
組

合
許
議
曾
、
蓮
総
一
般
傍
働
組
合
)
一
の
一
つ
を

L
て
P
役
割
を
果
し
て
い

る
と
と
は
周
知
の
事
貨
で
あ
っ
て
、
量
的
に
最
大
で
あ
る
の
み
な
ら
ず

(
一
九
四
七
年
、
全
組
合
員
数
一
、
三
一
七
、
八
四
三
名
)
、
こ
の
老
大
な

組
A
員
数
を
基
盤
に
し
て
、
「
組
合
員
の
な
か
だ
け
で
は
な
く
て
、
室
園

的
、
閣
際
的
努
働
組
合
運
動
に
お
い
て
、
政
府
な
ら
び
に
勢
働
川
島
内
に
お

い
て
、
イ
ギ
リ
λ

寝
相
聞
の

k
で
、
ま
た
就
中
章
要
な
こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ

お
互
い
の
日
常
生
活
の
上
で
影
響
古
典
主
擢
戚
あ
る
一
勢
力
」
(
四

O
頁
)

と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

だ
が
、
問
題
は
撰
揮
理
由
の
第
三
白
貼
に
あ
り
、
分
析
の
重
貼
も
亦
こ

の
姑
に
あ
っ
た
。
か
く
て
、
「
平
組
A
員
が
そ
の
組
織
問
冶
に
参
加
し
て

い
る
程
度
を
決
世
す
る
た
め
、
還
機
一
般
傍
働
組
合
の
機
構
は
民
主
的
な

組
合
自
治
を
規
定
し
て
い
る
か
を
ま
ず
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
凹

イ
ギ
n
y

ス
労
働
組
合
の
自
治

一頁
)

L

ど
し
て
‘
「
付
誰
が
組
合
に
加
入
出
来
る
か
。
伺
組
合
員
の
性
格

は
ど
う
か
。
同
様
が
組
合
方
針
を
た
て
る
か
。
同
誹
が
組
合
の
方
針
を
執

行
す
る
の
か
。
国
誰
が
事
惑
を
と
り
う
る
の
か
。
肘
誰
が
投
票
資
格
を
も

つ
の
か
。
」
(
凶
一
頁
)
以
上
六
黙
を
組
骨
規
約
を
通
じ
て
分
析
す
る
。
そ

し
て
「
組
合
。
活
動
、
万
針
の
設
定
に
抱
い
て
平
組
合
員
の
参
加
す
る
機

曾
の
多

Y
と
に
な
っ
て
い
る
」
(
五
八
頁
)
常
該
翌
日
品
約
を
民
主
的

規
定
と
L
て
官
官
す
る
と
同
時
に
、
組
織
の
基
礎
ー
と
し
て
、
「
代
表
制
度

目
成
功
は
支
部
で
の
高
度
の
組
ム
員
参
加
に
よ
る
」
(
五
八
頁
〕
と
考
え

組
合
と
望
員
大
衆
の
直
接
的
結
合
の
場
と
し
て
の
一
支
部
(
出
E
n
r
)
の

重
要
性
を
指
摘
し
、
か
か
る
民
洋
的
理
念
巳
基
ず
く
規
定
と
現
宣
の
組
合

運
営
と
の
背
離
の
有
無
が
問
題
反
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
著
者
は

「
無
関
心
」
の
分
析
、

L
か
も
、
そ
れ
を
一
文
部
。
具
瞳
的
な
場
に
お
い

て
調
査
す
る
わ
け
で
あ
る
。

四

ず

l

凡
ド
ス
タ
イ
ン
は
「
無
関
心
」
を
次
の
如
く
規
宮
す
る
。

会
〉
目
白

H
Y
W
E
Fめ
吋

E
骨

d
E
s
z
o
dの
自
由
片
言
。

s
m
E
F
E
m
目
。
品

。同

H
O
m
m
F
E
凶

】

pown
。
ご
回
目
。
お
件
。
問
問

MFEロ
官
官
。
b
l
E常
国
民
自
E
-

2
E
E百円日時
E
E「
S
F
m
百
件
。
E
r
o
E品
2
L
L
E
-
E
E
u
r
F
5
7
M
m

4
E骨
口
言
語
d
m
a
E
C
O
U
(ヲ
呂
)

運
職
一
般
都
働
組
合
書
記
長
デ
ィ

1
キ
シ

(
E
E巴
E
F
)
が
組
合

運
動
で
の
無
関
心
を
、
共
産
主
義
信
ス
の
可
能
性
の
問
題
と
し
て
考
え
る

第
七
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六
砦

五
五

五
:JL 

第
四
競



イ
ギ
リ
ス
毎
働
組
合
目
自
治

に
針
し
、
著
者
が
、
「
民
主
的
手
療
の
破
壊
」
(
六
一
一
頁
)
と
い
う
観
貼

か
ら
把
握
L
、
無
闘
心
を
大
衆
と
代
表
と
の
聞
の
背
離
の
具
象
化
と

L
τ

考
え
て
い
る
こ
と
は
正
し
し
。

で
は
寸
無
関
心
」
は
組
合
活
動
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で
現
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
提
示
さ
れ
る
の
は
組
合
員
慶
一
動
(
冨
EHσ

Z
E
b
d
E
Z主
で
あ
る
。
「
不
ぎ
な
鑓
動
」
(
組
A
員
の
)
は
組
織

内
で
の
無
関
心
の
詮
議
で
あ
り
、
基
本
的
原
因
で
も
あ
る
」
(
七
心
頁
)
。

響
く
べ
き
程
の
組
ム
員
鑓
動
一
牽
の
高
さ
(
一
九
三
五
1
四
台
年
、
肱
退
者

年
平
均
一
二
一
二
・
一
↓
一
%
、
加
入
者
年
平
均
三
八
・

0
2一
再
)
が
表
記
さ
れ
、
こ

の
高
い
艶
動
率
は
ま
た
組
合
民
主
主
義
に
封
し
大
き
な
阻
害
保
件
と
な
っ

て
い
る
。
第
二
に
一
滞
納

(
h
k
f
o
日
九
・
組
合
費
の
末
梯
な
ら
び
に
遅

挽
)
は
そ
の
健
展
吠
踏
を
き
め
る
た
め
組
合
に
よ
円
一
て
用
い
ら
れ
る
無
関

心
の
い
ま
一
つ
の
指
揮
で
あ
る
」
(
八
一
頁
)
。
滞
納
期
間
七
週
間
以
下
の

も
の
八
一
了
二
%
、
七

i
十
三
週
間

l
一
0
・
八
%
、
十
一
二
週
間
以
上

i

七
・
O
%
(
一
九
四
七
年
)
と
い
ろ
敷
字
が
一
目
さ
れ
て
い
る
。
規
約
に
よ
っ

て
組
合
費
の
納
入
が
、
或
い
は
共
済
金
交
付
白
、
或
い
は
敬
一
育
受
替
の
、

或
い
は
投
」
黒
資
格
の
、
或
い
は
役
員
立
候
補
資
格
町
一
保
件
(
個
々
に
よ
っ
f

て
異
る
が
〕
と
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
孟
組
合
員
=
ニ
O
高
の
う
ち
一

0

0
菖
が
役
員
資
格
を
も
た
な
い
事
簡
は
、
民
主
的
選
管
の
破
減
を
一
訴
す
と

と
も
に
、
そ
の
こ
止
が
組
合
員
に
劉
し
組
合
事
務
的
活
動
に
つ
い
て
の
無

関
心
を
生
ぜ
し
め
る
と
い
ラ
悪
循
環
を
つ
く
っ
て
い
る
。

組
合
同
治
が
民
主
的
に
な
さ
れ
る
一
ワ
の
重
要
な
鍵
は
代
表
選
出
の
趨

第
七
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静
岡
放

一
五
六

大

O 

切
な
方
法
に
あ
る
。
規
約
に
お
い
て
規
定
き
れ
て
い
る
選
翠
制
度
が
機
能

的
に
運
営
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
r
h

「
慣
習
に
よ
っ
て
反
封
擢
利
の
数
果
的

特
使
が
妨
げ
ら
れ
」
(
九
六
頁
)
、
「
無
関
心
」
の
原
因
と
し
て
作
用
L
、

そ
の
結
果
は
組
合
員
の
投
票
率
の
低
悪
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
ω

こ

れ
「
無
関
心
」
の
第
三
の
指
標
で
あ
る
。
例
示
す
れ
ば
害
百
長
選
事
(
一

九
四
五
」
の
投
票
草
は
三
八
・
O
%
(
一
O
二
頁
)
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

っ
て
、
中
央
従
頁
な
ら
び
に
労
働
組
合
曾
議
代
表
の
選
翠
に
お
い
て
は
、

各
地
域
事
情
を
異
に
す
る
と
は
い
え
、
「
ざ
っ
と
、
有
数
政
は
ご
O
%
か

ら
三
九
%
の
聞
」
(
一
O
四
頁
)
と
算
定
さ
れ
る
n

第
四
に
、
同
一
の
事

情
は
組
ム
員
大
乗
の
組
合
活
動
参
加
の
一
指
標
で
あ
る
組
合
教
育
計
量
に

封
ず
る
組
合
員
の
反
臆
に
も
あ
ら
わ
れ
、
組
合
数
育
計
聾
に
参
加
し
た
人

員
は
一
九
四
四
四
六
年
、
年
平
均
約
一
高
名
に
つ
き
一
五
名
の
割
合
に

す
ぎ
な
い
。
第
五
に
「
イ
ギ
リ
ス
勢
働
組
合
で
の
無
関
心
を
一
目
す
指
標
は
、

一
九
二
七
年
の
梼
働
掃
す
議
、
勢
働
組
合
法
徴
陵
前
後
の
組
合
員
の
務
働
世
間

加
入
載
の
大
き
さ
の
比
較
で
わ
か
る
」
(
二
一
二
頁
)
と
考
え
、
査
組
合

員
中
の
境
情
黛
加
人
卒
、
四
六
年

1
コ
一
五
次
、
四
七
年

l
宍
O
%
の
増
加

は
「
駕
く
べ
き
で
あ
る
が
、
運
職
一
般
努
働
福
合
内
部
で
の
無
関
心
の
否

定
で
き
な
い
設
擦
」
(
一
二
四
頁
)
「
事
賓
は
無
関
心
な
組
A
ロ
員
の
大
群

を
代
表
す
る
」
(
二
一
五
頁
)
に
す
ぎ
な
い
と
み
る
。

か
く
し
て
著
者
は
「
無
関
心
な
る
言
葉
は
傭
賭
す
る
こ
と
な
く
、
運
聡

一
段
嘩
働
組
A
員
の
大
部
分
に
活
用
さ
れ
う
る
」
(
一
一
一
六
夏
、
と
結
論

す
る
。
何
故
に
こ
の
よ
う
な
無
関
心
が
生
じ
る
の
か
、
組
合
活
動
の
立
場



で
考
え
る
な
ら
ば
、
組
合
員
の
安
定
法
の
散
如
、
選
血
革
海
皆
心
不
十
分
な

ど
、
個
々
の
諸
問
題
は
あ
る
と
し
て
も
、
基
本
的
に
は
、
組
ム
員
大
哉
の

組
合
活
動
参
加
の
茸
接
的
な
場
で
あ
る
「
支
部
」
の
組
織
、
機
能
の
歓
陪

が
問
題
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
次
の
課
題
は
「
代
表
者
の
組
織
睡
で
は
な

く
、
む
し
ろ
組
合
員
そ
の
も
の
」
(
一
六
人
頁
)
に
あ
た
る
「
支
部
」
の

分
析
と
な
る
。

五

木
書
第
三
部
は
支
部
活
動
で
の
組
合
員
参
加
の
研
究
が
取
扱
わ
れ
、

「
盟
員
参
加
の
程
度
、
平
組
ム
員
の
支
部
お
よ
び
組
合
の
活
動
、
方
針

な
ら
び
に
指
滑
に
つ
い
て
の
知
悉
、
一
致
の
程
度
が
注
目
の
申
心
駄
で
あ

る
」
(
一
一
ニ
三
頁
)
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
組
合
員
の
活
動
、
非
活
動
の

グ
ル
ー
プ
分
け
が
行
わ
れ
、
特
に
後
者
の
分
析
に
重
貼
が
お
か
れ
る
。

著
者
は
一

O
五
九
名
か
ら
な
る
一
支
部
を
賞
態
調
査
り
針
象
に
選
ん

だ
。
一

O
五
九
名
の
う
ち
活
動
家
は
三
九
名
、
非
活
動
の
も
の
は
九
一
七

名
(
他
の
一

O
三
名
は
新
規
加
入
者
で
除
外
)
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
支
部
は
嘗
該
組
合
よ
り
み
て
、
何
ら
特
異
性
の
あ
る
支
部
で
は
な
く
、

そ
の
辺
直
面
し
て
い
る
組
合
員
参
加
の
多
く
の
問
題
は
確
か
に
一
般
的
に

運
輸
一
般
労
動
組
合
に
共
通
し
て
い
る
L

(

一
四
七
貫
)
。

組
合
機
構
が
よ
っ
て
た
っ
民
主
的
基
礎
と
い
う
、
支
部
に
つ
い
て
の
理

論
傑
は
、
現
賓
の
、
と
の
支
部
に
お
い
て
背
離
す
る
こ
と
な
〈
賓
現
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

イ
ギ
W
J

ス
野
働
組
合
の
自
治

ま
ず
、
「
支
部
を
支
配
し
て
い
る
の
は
誰
で
あ
る
の
か
」
。
支
部
の
権
力

は
極
め
亡
少
数
。
、
百
薦
、
自
墨
の
組
合
員
と
有
力
な
職
場
世
話
役

(
F
J

切
な
項
目
と
に
、
更
に
分
析
の
結
果
は
、
若
干
の
常
任
有
給
役
員
の
掌
中
に

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
「
最
も
よ
く
自
治
を
銃
泊
す
る
4
2

一
回
葉
は
寡
頭
政

治

(
D
E
明日。

S
)
で
あ
る
」
(
一
二
八
頁
)

L

L

結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

支
部
の
大
き
さ
は
一
般
裂
員
の
活
動
参
加
の
機
曾
を
奪
い
、
蔓
質
支

部
曾
合
の
出
席
は
僅
か
に
約
二

δ
・
五
%
に
す
ぎ
な
い
。
又
組
合
員
の
鑓

動
の
激
し
さ
、
し
た
が
っ
て
復
員
立
候
補
資
格
の
制
限
は
、
滞
納
か
ら
規
定

き
れ
る
投
票
資
格
白
制
限
と
相
倹
っ
て
、
大
多
数
組
合
員
。
参
加
を
排
除

L
、
少
数
者
に
中
心
が
お
か
れ
る
こ
と
に
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く

し
て
支
部
は
、
組
合
員
大
象
と
襲
口
の
通
路
で
あ
る
べ
き
に
も
拘
ら
ず
、

「
組
合
員
大
衆
の
組
合
と
の
最
初
の
結
合
で
は
な
い
」
(
二

O
九
頁
)
と

断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
に
お
け
る
、
こ
の
少
数

r
ル
1
プ
活
動
支
配
は
、
営
然
に
盟
点
、

多
数
の
非
活
動
層
の
存
在
を
意
味
す
る
ロ
彼
ら
の
多
く
は
組
合
規
約
に
無

知
で
あ
り
、
組
合
の
定
期
刊
仔
物
に
つ
い
で
も
七
八
%
は
謹
ん
で
お
ら

ず
、
自
ら
組
合
の
方
針
を
き
め
る
に
役
立
ち
う
る
と
は
多
く
が
(
六

O

%
)
考
え
て
い
な
い
。
こ
の
非
清
動
層
の
窒
態
調
査
を
通
じ
て
、
著
者

は
、
組
合
活
動
の
大
衆
化
を
、
「
無
関
心
」
暦
の
除
安
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
り
で
あ
る
か
。

著
者
は
い
う
。
「
組
織
の
箆
伯
、
支
部
面
で
の
擢
力
の
分
散
が
こ
れ
ら

の
障
害
の
除
去
の
解
決
に
必
要
倣
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
無
関

第
七
十
六
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イ
ギ
9
ス
労
働
組
合
の
自
治

心
問
題
を
自
づ
と
解
決
す
る
こ
と
は
な
い
」
(
二
七

O
頁
)
と
。
組
織
構

造
の
態
化
と
は
職
場
些
話
役
を
組
ム
組
織
の
正
式
の
梼
造
内
部
で
統
合
L

利
用
す
る
こ
と
、
支
部
白
大
き
き
を
縮
少
す
る
ご
L
ζ

に
、
指
向
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
(
二
四
一
二
、
三
四
四
頁
参
照
)
。
そ
L
て
こ
れ
が
叉
「
無
関

心
を
猷
少
す
る
明
白
、
可
能
な
一
方
法
」
(
二
四
四
頁
)
を
一
粛
す
も
の
と

考
え
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
二
刀
法
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
「
無
関

心
」
の
解
決
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
も
し
組

A
員
が
あ
る
方
法
で
一
人
の
務
働
者
と
し
て
の
個
人
的
経
験
を
砿
曾
改
革

と
い
う
組
合
の
慶
い
目
的
と
結
合
さ
せ
る
と
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
の

自
治
で
の
積
極
参
加
の
責
任
を
認
め
る
よ
う
に
な
る
」
(
一
一
七
O
頁
)
と

著
者
は
解
決
方
途
の
責
任
を
個
々
人
に
蹄
せ
し
め
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
こ
の
こ
と
だ
け
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
も
し
大
衆

を
組
合
の
管
理
機
構
で
の
輸
歯
左
し
て
取
扱
う
な
ら
ば
組
合
員
、
組
合
指

導
者
、
公
式
の
組
合
方
針
の
聞
の
心
理
的
き
づ
な
は
破
れ
る
で
あ
る
う
」

(
二
七
二
頁
)
。
六

]
O
S
F

吋
。
ロ
盟
国
町
「
彼
は
誤
っ
た
表
題
を
つ
け
て
い
る
。
そ
れ
は
イ

ギ
リ
ス
勢
働
組
合
の
自
治
O
肝
究
で
は
な
い
。
そ
れ
は
主
と
し
て
軍
一
組

合
を
取
扱
い
そ
の
組
合
の
軍
一
支
部
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
」
(
〉
開
・

口
言
E
】
宮
町

E
E
R
F唱
団

E
E
E
∞
)
と
い
う
批
判
は
妥

曽
で
あ
る
。

第
七
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し
た
が
っ
て
、
本
書
を
油
大
評
債
L
、
普
晶
化
す
る
こ
と
は
慣
宮
ね
ば

な
る
ま
レ
。
著
者
自
身
も
、
首
組
合
が
イ
ギ
リ
ス
勢
樹
組
合
の
代
表
的
な

も
の
と
は
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
首
該
組
合
の
性
格
を
イ
ギ
リ
ス
運

動
界
の
場
で
比
較
検
箭
し
、
位
置
づ
け
る
努
力
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
本
書

の
分
析
結
果
も
更
に
貴
義
深
い
も
り
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
に
も
関
聯
し
て
、
著
者
が
歴
史
的
観
黙
を
一
切
と
り
入
れ
て

い
な
い
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
嘗
組
合
は
一
八
八
九
年

の
ド
ッ
ク
・
ス
ト
を
契
機
に

E
F
4
4

口
E
自
ロ
自
ご
の
中
核
と
し
て
援
展

し
た
も
の
で
あ
り
、
組
合
民
主
、
一
主
義
の
、
組
合
の
大
衆
佑
理
念
の
申
し
子

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
組
合
が
首
面
し
て
い
る
「
大
泉
参

加
」
の
問
題
逗
起
は
、
か
か
る
歴
史
的
視
黙
を
入
れ
た
分
析
に
お
い
て
、

よ
り
意
味
を
も
つ
も
の
と
考
え
る
り

γ一
あ
る
凶
そ
り
候
如
が
木
書
を
し
て

極
め
て
平
面
化
せ
し
め
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
諸
貼
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
「
幹
部
斗
宰
」
か
ら
「
大
乗
斗
宰
」

へ
と
叫
ば
れ
て
い
る
わ
が
園
の
傍
働
組
合
運
動
に
、
具
檀
的
な
課
題
を
も

ち
、
具
睦
的
な
場
に
お
い
て
、
綿
密
な
寅
能
調
査
に
基
ず
く
、
こ
の
・
淳
書

は
多
く
の
示
唆
を
興
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。(
一
九
五
五
・
七
・
一
一
一

O
)


